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幸手市ファミリー・サポート・センター通信

日頃より幸手市ファミリー・サポート・センターの活動に、ご理解とご協力をありがとうございます。
皆様と共に地域の子育てを見守り続けて１７年が経ちました。
援助をしたときは保育園児だったお子さんが、高校生や20歳になったと報告を受け、時が経つのは早い

ものだと噛みしめる春を迎えております。
子どもたちは歩けるようになったり、お留守番ができるようになったりと日々たくましく成長しています。そう

した中で必要とされるサポートも少しずつ変わっていきます。
私たちは、子育てに一生懸命なママたちの「ちょっと困った」に寄り添い、協力・両方会員の皆様の温か

いお力をお借りしながら、幸手市の子どもたちの支えとなりますよう今後も活動してまいります。

ご入園・ご入学・ご進級
おめでとうございます

今後の予定
≪スキルUP講習会≫
研修【虐待・性被害防止について】
↑協力・両方会員さんの必須講習です。

    本年度中に数回開催予定。
日程の合うところで一回ご参加ください。

≪消防署の講習≫
普通救命講習が、６/２１（日）、７/１９（日）、８/９（日）

に計画されています。5年に一度の必須講習、申込は個
人でお願いいたします（WEB申請）。受講を済まされた
方はセンターまでご連絡ください。受講記録に記載します。

≪交流会≫
気軽に楽しく参加できる交流会を企画中

詳細は随時お知らせいたします。

虐待の講習会は、今年度協力・両方会員の皆様の必須講習となります。
お時間の合う回に必ずご参加いただきますようお願いいたします。

お問い合わせは 電話 ４２－８４６１ またはメールでどうぞ
famisapo@city.satte.lg.jp
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特別な支援を必要とするお子さんたちについて、現場を知る方を講師に迎えて教えていただきまし
た。見た目だけではわからない症状なので、多くの人がまず知り、理解し、相手に寄り添った言葉か
けや応対ができるようになると、みんなが気持ちよく生活できる優しい世界になりますね。

専門の療育施設の指導で期待できる効果についてや、どのような支援体制があるか、どんな手順
で認定されるのかなどの説明もしていただき理解が深まりました。
ファミサポの援助は、１対１が基本なので、それぞれのお子さんたちのニーズに合わせた対応がしや

すいというメリットがあります。今までも、協力会員さん達の深い理解と柔軟な対応で、温かい交流が
築けてきました。

これからも安心して援助が続けられるように、講習会を開催していきます。依頼会員の皆様も興味
がありましたらぜひご参加ください。何か気になることがありましたらお気軽にお問い合わせください。

スキルUP講習会
R7/１１/１９

発達障がいとは？
～種類・症状
発達支援の重要性について～

交流会
R７/12/８

練り切り作り・
抹茶で楽しむ交流会

緑台にある『おうちごはんcafé konne』オーナーの
大野さんを講師に迎え、練り切り作りをしました。
みなさんそれぞれのオリジナル「サンタ」と「雪だるま」

に成形し、美味しくいただきました。
交流会は会員さんならどなたでも参加できます。しば

らく活動がなかった方も、登録だけでまだ利用したこと
がない方もぜひご参加お待ちしております。



今年小学校卒業を迎えたお子さんと協力会員さんとの心温まるエピソードが届きました。
お子さんとの出会いは4歳の頃。ママのお仕事の帰りが遅くなる時にサポートの依頼を受けたのが

始まりでした。
協力会員さんを「お母さん」と呼び、なわとびをしたり、ピザを一緒に

作ったりと、第２のママのような存在だった幼少期。成長とともにいつし
か名前で呼ぶようになっていきました。
そして迎えた卒業式の日。協力会員さんはサプライズで自宅を

訪れ、学校までの道を一緒に歩いたそうです。きっとその道のりには、
これまでの時間と思いが静かに重なっていたことでしょう。
ファミサポがつないだご縁は、単なる支援を越え、人と人との

あたたかな絆へと育まれていきます。
それぞれの未来がキラキラと輝きますように！

ファミサポ 卒業証書

≪援助時間≫

≪援助内容≫

1位 学校送迎

2位 学童保育送迎

3位 保育所送迎

≪お子さんの年齢層≫

1位 小学校低学年

2位 未就学児

3位 小学校高学年

2025年度

幸手市ファミサポ

ランキング

1位 ３０分

2位 １時間

3位 ４時間

ほっこり

≪援助時間≫

『ファミサポ
あるある日記』

保育園に迎えに行くと園庭
から猛ダッシュで駆け寄っ
てきてくれました。心がほっこりあ
たたかくなったひとときです。

≪協力会員さん紹介≫

◎ニックネーム：さくら
◎会員歴：15年
◎援助内容：保育所送迎と託児
◎エピソード：
自宅でお預かりしたのですが、パパが

迎えに来ても「帰らない」と帰宅拒否。
あまりの声に近所の人が心配で
出てきたこともありましたが、
それだけ楽しかったのかなと
うれしくなりました。



☆編集後記☆
春は、1年の中でいちばん心がワクワクして、街の景色も、

人の表情も、どこか明るく弾んでいるように感じます。
新しい目標に向かって踏み出すこの季節、皆様にとって実
り多く笑顔あふれる時間となりますように！
私たちアドバイザーは今年も杉澤、松本、飯島の3人で皆
様に寄り添い頑張っていきますのでどうぞよろしくお願いい
たします。

申し込み・問い合わせ

幸手市ファミリー・サポート・センター
TEL･FAX ４２－８４６１

mail  famisapo@city.satte.lg.jp
（ウェルス幸手内）

◎住所や保育所・幼稚園・学校などが変わった
→援助内容が変わりますので必ずお知らせください。

◎小学校を卒業した
→自動的に退会になりますので手続きは不要です。

◎依頼会員さんへ
・依頼を考えている会員さんは早めの連絡をお願いします。
・依頼内容によっては協力会員さんがみつからず援助ができない
こともありますのでご了承ください。

・定期的に援助が必要な会員さんは、前月20日までに翌月の依頼を
してください。

◎協力会員さんへ
・活動報告書の提出は、翌月1週目を目安にお願いいたします。
・虐待・性被害防止の講習と救命救急講習（AED）は必須となっており
ます。安心・安全に活動していただくために必ず受講をお願いします。

市役所の開庁時間に
合わせて
10月5日(月)から

9：00～16:30
となりますので、
ご了承ください。

窓口の受付時間が
変わります

－アドバイザー新年度の抱負－

献立のレパートリーを増や
すことが今年の目標です。
簡単で美味しいメニュー教
えてくださ～い。 飯島

韓国漫画と韓国料理愛が止
まらず、今年は韓国語にも挑
戦！好きを原動力に楽しみな
がら続けます。 松本

最近末娘が出産で里帰りし、
多忙な毎日でした。日頃の徒
歩通勤やアンチエイジング体
操が役立ったので、今後も体
力作り続けます！ 杉澤

お子さんが小学校を卒業された依頼会員さんへ
近年は運転や体力面の事情などから援助を担う協力会員が少なくなってきています。

そこで、これまで依頼会員だった皆様に無理のない範囲で「協力会員」としてご協力い
ただけたら嬉しいです。

すでに「お助けマンの一員になります。」「たまにだったらできるかも。」といった温かい
お声もいただいており、心強く感じております。

地域での支え合いの輪が広がりますよう、ご検討をお願いいたします。
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